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MODEL HRBP-869S Rear shaft Bearing Puller：

リアシャフトベアリングプーラー
バン、タクシー、４ＷＤ、小型トラックなどの、リア
シャフトベアリングが、油圧プレス使用で安全・
簡単に交換できます。

◎あの厄介なリテーナーを、タガネ、酸素など使用せずに、
油圧プレスでそのまま抜き取りできます。

◆◆◆◆◆ 使用上の注意事項 ◆◆◆◆◆
< > 本工具の使用には、１５トン程度の油圧プレスが必要です。プレス使用上の注意を遵守してください。!

< > ベアリングに直接爪をかけて抜こうとすると、アウターレースが割れる危険があります。必ずリテーナーを先に抜いてください。!

< > 圧入カラーは全てのサイズに適合できません。ベアリングおよびリテーナーサイズに合わせて、お手近の適当なカラーをご用意ください。!

< > リテーナーの圧入は、１５０℃程度の熱をかけて、焼き嵌めするよう指示のあるものがあります。必ず、実車の整備要領書を用意して、注意事項にし!

たがって作業してください。
< > ビックホーンなど、一部車種にはオプションパーツが必要です。!

使用方法(概略)
( )リテーナーを単体で抜1

き取ります。露出タイプ
には、引き出しカラーを、
ベアリングケース入りタ
イプのツバ付きリテーナ
ーには、爪をかけて油圧
プレスで抜き取ります。
( )ベアリングを抜き取りま2

す。露出タイプには爪を
かけて、ケース入りタイ
プには、汎用フランジを
使用します。
( )ベアリング、リテーナー3

の順に、圧入カラーを使
用して装着します。車種
により、作業方法が異な
るものがありますので注
意してください。

←リテーナーの抜き取り時。
特殊先端形状の、引き出
しカラーボルト６本を、ガ
ッチリ締め付けてリテーナ
ーに食いつかせます。

↑ベアリングがケース入りタイプ
の場合、汎用フランジを実車
のナットで固定します。


